


ユ２月定例会 ・町長所信表明

　
活
・
活
西
桂
、
す
な
わ
ち
住

民
誰
も
が
福
祉
・
医
療
・
文

化
・
教
育
・
産
業
－
社
会
基
盤

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

持
続
的
発
展
を
遂
げ
て
い
る
社

会
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
町
行
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
、
経
営

感
覚
を
取
り
入
れ
た
行
政
改
革

を
推
進
し
、
明
日
の
活
き
活
き

と
し
た
町
づ
く
り
に
適
進
し
て

参
り
ま
す
。
今
後
は
行
政
改
革

推
進
本
部
を
設
置
し
、
具
体
的

に
展
開
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
平
成
七
年
度
は
国
勢
調
査
年

で
当
町
の
人
口
は
四
千
八
五
四

人
と
、
人
口
増
加
と
並
行
し
て

行
政
需
要
も
多
様
化
し
、
活
き

活
き
と
し
た
町
づ
く
り
の
展
開

も
そ
の
事
業
内
容
を
慎
重
に
見

極
め
た
中
で
執
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
、
そ

の
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

二
般
質
問
参
照
）

　
地
権
者
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
柿
の
木
公
園
用

地
取
得
の
め
ど
が
た
ち
ま
し
た

の
で
今
議
会
に
補
正
予
算
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
議
会
の
ご

審
議
を
得
ま
し
て
公
園
建
設
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
入
田
団
地
駐
車
場
取
得

に
向
け
て
交
渉
中
で
し
た
が
、

土
地
開
発
基
金
に
よ
り
、
間
も

な
く
取
得
に
至
り
ま
す
。

切
ま
で
を
中
学
生
の
通
学
路
確

保
の
た
め
、
最
終
的
な
幅
員
約

七
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
た
め

地
権
者
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
現
在
、
工
事
を
施

工
し
て
お
り
ま
す
。
三
月
末
に

は
完
成
を
い
た
し
ま
す
。

　
第
一
工
区
造
成
工
事
は
、
あ

ず
ま
や
・
ほ
た
る
池
等
を
整
備

し
、
九
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

十
月
か
ら
は
、
第
二
工
区
の
造

成
工
事
に
入
っ
て
お
り
、
自
由

広
場
・
あ
ず
ま
や
・
遊
歩
道
の

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
て
、

来
年
の
二
月
末
の
完
成
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。

国
道
入
口
か
ら
中
学
校
前
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設置予定の西桂出張所と同規模の東部出張所

　
平
成
八
年
度
よ
り
平
成
十
二

年
度
に
渡
り
、
第
一
期
工
事
分

と
し
て
柿
園
地
区
の
Ｊ
マ
ー
ト

付
近
か
ら
都
留
市
境
界
ま
で
の

間
、
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
実

施
設
計
委
託
及
び
地
質
調
査
委

託
を
発
注
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

下
水
道
工
事
が
始
ま
り
ま
す

と
、
住
民
の
皆
様
に
も
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
存
じ
ま
す
血
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＾
建
設
文
教
事
務
調
査
参
照
）

　
保
健
衛
生
事
業
と
デ
イ
サ
ｉ

ビ
ス
事
業
の
運
営
に
関
し
、
現

在
内
部
検
討
を
指
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
と
り
わ
け
デ

イ
サ
ｉ
ビ
ス
事
業
の
運
営
に
関

し
て
は
、
西
桂
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
す
る
方
針
で
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
建
設
工
事

に
つ
い
て
は
、
極
め
て
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組

合
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
用
地
取
得
に
関
し

て
は
、
地
権
者
よ
り
ご
協
力
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

（
広
域
事
務
組
合
報
告
参
照
）

　
各
区
の
自
主
防
災
組
織
に
は

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
発

電
機
な
ど
必
要
資
機
材
を
三
月

末
ま
で
に
は
配
備
で
き
る
よ
う

進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し

た
内
容
で
防
災
対
策
の
充
実
を

図
り
、
住
民
の
身
体
・
生
命
・



３　１２月定例会 ・補正予算概要

■

｛単位：千円）

（単位 ：千円）

お　も　な 財　源

地方交付税

国庫支出金

県支出金

寄　付　金

繰　入　金

繰　越　金

含　　　計

８２．１２８

　４７０

△１２１

２８．６００

４０，Ｏ００

７１，４６３

２２２，５４０

お　　も　な　使 い　　み　　ち

総務費

民生費

衛生費
農林水産費

商工費
土木費

消防費
教育費
合　　計

職員給与改定４，０５７、公有財産購入費等２８，６００

選挙費（県町議会 ・町長）△２，２４６、統計調査費△２７

職貝給与改定１ ，１０９、国保会計繰出金２９９

児童手当５６０、老人福祉費３１４

職員給与改定２７１、 旅費３２

職員給与改定６２２、農用地利用調整活動謝礼１２７

測量委託料１ ，ＯＯＯ

職員給与改定△４，５６６、旅費４７

職員給与改定３９１、 道路橋梁維持費２１ ，１ｏＯ

公有財産購入費等１６６，５８０、下水会計繰出９３９

富士五湖組合負担金２，８０６、記念晶４０

職員給与改定４８５

３０，３８４

２， ２８２

３０３

１， ７４９

△４，５１９

１８９，Ｏ１Ｏ

２， ８４６

４８５

２２２ ，５４０

平成７年度特別会計補正予算
く単位１千円）

国民健康保険

簡易水道
グリーンセンター

下　水　道

補正額
２４３１

エ６２２

△６９８

６０００

予算総額
３２１，９８０

９０，７８１

３４，７３３

８７，６９６

おも　な使い道
職員給与改定２９９、保険給付費８０、国県支出金返還金２，０５２

職員給与改定２８３、維持補修工事費６００、償還金利子７３９

職員給与改定１２６、水販売事業費△９００、需用費 ・役務費７６

実施設計委託６，ＯＯＯ

＾設Ｙリ入をワ行　 い的各え光のナ置Ｌユロ町 ツ設ちとに区て灯と導トをＯｌに道ト置な考二のお二こ入
茎１１１１１１１１１１１１１１１

　し育光 ツの二しのま絞案 ’をワい
　た所のト長本た器すりし事主 ツて
　。 の器の得の 。種 。込 ’業流トは
　　聞具ナ院器二を　み最費にの

’

　　にをトの具十試　た終や考蛍今

すちし財
。づて産
二く暮を
警是婁警
問努活か
参め右 ら
昭てに守
○ま満り
　いち　

’

　りた安
　まま心

考町般展わ高まは　考えては　意
えお客示せ揚す ’町えても ’町見過
てこにしてとが十のて行目イの交日
おし来 ’高町 ’分活おな的べ活換 ・

美毒睾奮裳葎蔓壽警美；…；箏婁雲

　にい民氏化化を業　がか行図Ｌ罧
　したやのを的必に 　肝りなるま青
　ただ町遺兼意要つ　要とうたし年
　い竺碧蓉警一奮粁ゼ聾

し拝しとめやえのに
て聴までに住方は耐本
ますすあはみと ’え事
いるがるど良 ’浪得業りな ’とうい青費るに
まか各のしま少で器つ
文で区孝てち年あ具い
　事の見もづのるをて
　業ご方必く健と交は
　を意が要り全い換

’

　検見交なの育うす使
　討も錯こた成考る用
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町
内
に
お
け
る
違
法
駐
車
等

を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町

民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
住
民
へ
の

モ
ラ
ル
条
例
で
あ
る
。

　
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
八

年
四
月
一
日
で
あ
る
。

　
問
　
町
民
は
路
上
駐
車
し
て

い
る
車
が
ど
こ
の
家
の
所
有
車

か
、
お
客
の
車
か
は
大
抵
知
っ

て
い
る
。
し
か
し
近
所
に
住
む

住
民
相
手
に
、
な
か
な
か
直
接

文
句
を
言
う
事
は
難
し
い
。

　
答
　
広
報
に
し
か
つ
ら
の
活

用
、
交
通
安
全
協
会
等
交
通
関

連
諸
団
体
と
協
力
し
て
住
民
啓

蒙
に
努
め
る
。

　
問
　
消
防
活
動
に
支
障
を
来

す
違
法
駐
車
を
へ
ら
す
た
め
、

重
点
区
域
を
設
定
し
時
に
は
警

察
に
お
願
い
し
、
強
制
措
置
を

取
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
答
　
ま
ず
住
民
へ
の
啓
蒙
を

は
か
り
、
モ
ラ
ル
の
向
上
を
求

め
た
い
。
重
点
地
区
を
指
定
し

た
り
、
警
察
へ
お
願
い
す
る
の

は
、
慎
重
に
将
来
的
な
対
応
と

し
た
、

皿
の
意
志
を
示
す
た
め

　
　
　
　
看
板
等
の
設
ｎ
は

　
意
見
　
町
民
、
町
外
か
ら
訪

れ
る
方
に
、
違
法
駐
車
を
な
く

し
て
い
く
と
い
う
町
を
あ
げ
て

の
強
い
意
志
を
示
す
た
め
に
、

看
板
等
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
な
い
か
。

　
意
見
　
町
単
独
だ
け
で
は
運

転
者
に
浸
透
し
な
い
。
免
許
セ

ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
、
免
許

取
得
時
、
ま
た
更
新
時
の
運
転

者
へ
の
講
習
の
強
化
を
は
か
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

●
　
●
　
●
　
．
　
・
　
・
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・
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・
　
・
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西
桂
皿
長
の
資
産
等
の

公
関
に
関
す
る
条
例
制
定

　
政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
国

会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
九
月

に
は
山
梨
県
知
事
が
実
施
し
た
。

こ
れ
に
準
じ
て
、
県
下
六
十
四

市
町
村
も
「
長
」
の
資
産
等
の

公
開
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運

営
に
必
要
な
特
殊
入
浴
装
置
の

設
置
に
つ
い
て
入
札
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
株
式
会
社
一
二
枝
理

研
が
一
千
四
二
〇
万
円
で
落
札

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
問
　
特
殊
入
浴
装
置
は
ど
う

い
う
も
の
か
。
体
を
洗
う
の
は

ふ
ろ
の
中
か
。
ま
た
ふ
ろ
の
中

で
横
に
な
れ
る
の
か
。

　
答
　
浴
槽
は
入
浴
者
が
指
定

の
場
所
ま
で
車
椅
子
で
行
く
と
、

床
よ
り
浴
槽
が
出
て
き
て
そ
の

ま
ま
入
浴
で
き
る
。
ま
た
洗
い

は
浴
槽
周
囲
で
シ
ャ
ワ
ｉ
で
行

う
。
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
真
横

に
は
な
ら
な
い
が
、
斜
め
に
は

な
る
。利

用
看
本
位
の

　
　
　
　
　
サ
ー
ピ
ス
を

　
意
見
　
重
度
の
身
障
者
・
老

人
が
入
浴
す
る
の
だ
か
ら
、
入

浴
者
の
希
望
に
添
う
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

購入予定の車椅子式入浴装置
　　　　（右上、浴槽が周囲より上昇した状態）

…
審
竈
案
件
七

◎
議
案
４
０
　
平
威
七
隼
度
西
桂
町

　
国
民
健
康
傑
険
特
別
会
計
補
正

予
算
一
．
号

◎
識
栗
４
１
　
．
平
戒
七
牟
度
西
桂
Ｗ

　
箇
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

．
二
号

◎
譲
案
〃
　
平
威
七
牟
皮
酉
町

　
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
グ
事

■
業
特
別
会
計
補
正
予
算
中
号

曼
薬
蝸
雷
宅
年
壌
塁
町

■
下
水
道
備
別
会
計
補
正
予
算
一

　
号　
扁
童
一
件

◎
同
意
８
　
圃
定
資
産
評
価
審
査

■
■
委
員
選
任
に
つ
岩
伺
意
を
求
る

　
箭
田
政
治
委
星

　
察
邊
一
件

◎
発
議
尽
　
学
校
週
五
日
制
の
早

　
・
期
完
金
笑
施
を
求
め
る
意
見
書
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と

　
主
な
歳
出
補
正
は
、
総
務
費

で
上
町
区
公
民
館
用
地
費
等
二

千
八
六
〇
万
円
の
追
加
、
財
源

は
上
町
区
の
指
定
寄
附
で
あ
る
。

公
園
費
で
柿
の
木
公
園
関
連
事

業
費
と
し
て
一
億
六
千
六
五
八

万
円
、
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費

で
三
路
線
の
工
事
費
二
千
一
一

〇
万
円
の
追
加
で
あ
る
。

　
問
職
員
の
給
料
は
全
体
に

低
い
の
で
は
。
適
材
適
所
の
人

事
配
置
と
、
仕
事
を
こ
な
す
職

員
の
給
与
引
き
上
げ
の
方
策
は
。

　
答
町
単
独
で
の
給
与
表
の

見
直
し
は
困
難
で
あ
る
が
、
規

則
に
よ
り
是
正
を
図
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

　
意
見
　
上
町
公
民
館
用
地
取

得
に
関
し
て
は
、
指
定
寄
付
に

よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
の
で
、

無
駄
の
な
い
よ
う
適
正
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
問
　
柿
の
木
公
園
で
万
一
利

用
者
の
事
故
の
あ
っ
た
場
合
、

上
町
方
面
か
ら
は
緊
急
自
動
車

が
入
れ
な
い
。
こ
の
方
面
か
ら

の
進
入
路
の
確
保
状
況
は
。

　
答
　
こ
れ
ま
で
一
カ
所
計
画

が
あ
り
、
地
権
者
と
交
渉
し
て

来
た
が
お
断
り
の
連
絡
を
い
た

だ
き
、
交
渉
が
中
断
し
て
い
る
。

　
間
一
つ
の
案
に
固
執
し
な

い
で
、
上
町
方
面
、
倉
見
方
面

等
、
他
の
ル
ー
ト
も
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
答
　
別
な
ル
ー
ト
の
検
討
を

含
め
て
全
力
で
進
入
路
の
確
保

に
取
り
組
む
。

　
意
見
　
買
収
予
定
地
を
耕
作

す
る
地
権
者
よ
り
、
農
地
確
保

と
の
要
望
が
出
て
い
る
。
誠
意

を
も
っ
て
交
渉
し
て
ほ
し
い
竈

公
口
建
設
事
業
竈
工

ま
で
に
進
入
路
の
確
保
を

　
意
見
　
柿
の
木
公
園
事
業
に

際
し
て
、
建
設
事
業
着
工
ま
で

に
上
町
方
面
か
ら
も
利
用
し
ゃ

す
い
よ
う
、
ま
た
緊
急
自
動
車

が
入
れ
る
よ
う
、
進
入
路
の
確

保
に
全
力
を
注
い
で
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
倉
見
方
面
か
ら
の

進
入
路
に
つ
い
て
も
、
早
急
に

具
体
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

委
員
Ａ
－
意
見

　
学
校
週
五
日
制
の
完
全
実
施

は
大
き
な
社
会
問
題
だ
と
認
識

す
る
。
教
育
委
員
会
に
対
し
て

は
、
週
五
日
制
実
施
時
期
が
中

央
教
育
審
議
会
で
審
議
中
で
あ

り
、
平
成
十
一
年
度
頃
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
学
校
週
五
日
制

の
完
全
実
施
に
向
け
た
準
備
を

期
待
す
る
。

　
本
件
は
次
回
の
定
例
会
ま
で

再
度
継
続
審
議
と
す
る
。

百桂小学校　児童３７０　保護者１７１
亘桂中学校　生徒１７０　保護者ユ０８
　　※，陰撒５１ヨ８■１＝つし、て～三ヨ竈え；Ｅｉｒか

ｏ

　　小学校　児竈　　　　　　中学校　生徒

　　　　　反対　　　　　　　反対
　　　　　　 昔．４　　ど概舳刮’５．９
どち筍と吉いオ加１　－１，　　　　１Ｍ一．、

　　中学校　保竈者
どち筍と軸嚇い

　　　１６７▲

（賛成と答えた一番の理由〕

供：ゆとりができる（小 ・中）

者：ゆとりができる（小 ・中〕

　　親子のふれあい｛小〕
（反対と答えた一番の理由）

供：やることがない（小）

　　生活習憤が乱れる（中）

　　家が子供だけになる（中〕
者： 家が子供だけになる（小〕

　　生活習慣が乱れる（中）
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活
・
活
西
桂
実
現
に

　
　
　
　
　
向
け
た
行
政
プ
ラ
ン
と
は

都
を
提
唱
し
、
幸
住
県
や
ま
な

し
の
建
設
を
基
本
理
念
と
し
て

そ
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
西

桂
町
は
幸
住
県
や
ま
な
し
の
基

本
理
念
の
整
合
下
に
、
「
活
・
活

西
桂
」
を
掲
げ
、
住
民
講
も
が

福
祉
・
医
療
・
文
化
・
教
育
・

産
業
・
社
会
基
盤
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
、
心
の
豊
か

さ
を
実
感
し
、
住
民
一
人
一
人

が
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
す
べ

て
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
持
続
的
発

展
を
遂
げ
て
い
る
社
会
の
構
築

を
、
町
民
総
参
加
の
も
と
企
業

的
経
営
感
覚
を
失
わ
ず
に
努
カ

し
た
い
。
＾
童
点
施
策
を
参
照
）

　
　
　
石
原
滋
議
員

質
間
　
町
長
が
目
指
す
「
活
・

活
西
桂
」
す
な
わ
ち
基
盤
整
備
、

商
工
業
の
振
興
、
環
境
行
政
、

防
災
対
策
の
充
実
、
福
祉
の
充

実
、
人
材
育
成
、
教
育
文
化
の

振
興
等
の
社
会
建
設
に
向
け
、

町
長
の
行
政
プ
ラ
ン
を
具
体
的

に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
町
長

　
時
代
の
潮
流
を
視
野
に
入
れ

た
、
ゆ
と
り
や
質
を
重
視
し
た

生
活
優
先
社
会
の
構
築
は
勿
論

の
こ
と
、
地
方
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
活
き
活
き
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
山
梨
県
に
お
い
て
は
、
目
指

活・活西桂建設のための重点施策

活・ 活西桂建設のための推進指針
　１ ．誠実 ・公平 ・奉仕の精神を基調とし、計画性のある開かれたまちづくり
　２ ．経営感覚を取入れた効率的な行財政運営によるまちづくり
　３ ．あらゆるものに活気が生まれ、人に誇れるまちづくり

活・ 活西桂建設のための基本展開
　１ 、基盤整備

　　　道路体系の整備 ・農業生産基盤の整備 ・下水道の整備 ・生活の基盤

　　整備を図っていく 。

　２ ．産業振興

　　　情報発信拠点整備 ・商業拠点の整備及び検討 ・経営農業の推進 ・付

　　加価値商品の開発援助を図っていく 。

　３ ．環境整備

　　　防災対策の充実 ・自主防災組織の育成 ・防犯対策の充実 ・森林資源の

　　保全と活用 ・公害の防止を図っていく 。

　４ ．福祉充実

　　　レクリェーション施設の充実 ・家庭菜園の促進 ・町内雇用の安定 ・水

　　道安定供給 ・交通安全対策の充実 ・医療体制の充実 ・生涯保健対策の確

　　立を図っていく 。

　５ 、人材育成

　　　町民主役の体制整備 ・社会参加人材育成 ・環境浄化意識の高揚を図 っ
　　ていく 。

　６ ．教育文化振輿

　　　文化交流拠点 ・イメージ形成の推進・青少年非行防止対策を図 ってい
　　く

。

平
成
八
年
度

　
予
算
編
成
方
針
は

質
問
　
日
本
経
済
の
低
迷
で
税

収
入
等
の
減
少
に
よ
り
、
地
方

自
治
体
も
来
年
度
の
財
政
事
情

の
先
行
き
は
楽
観
視
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
町

長
の
公
約
の
実
現
、
多
く
の
公

共
事
業
が
山
積
し
て
お
り
、
健

全
財
政
を
堅
持
し
町
政
推
進
の

停
滞
の
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う

な
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
行

か
れ
る
の
か
。

答
弁
町
長

　
活
・
活
西
桂
の
実
現
に
向
け

た
具
体
的
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
予
算
編
成
の
際
に
十
分

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
は
ま

だ
検
討
段
階
で
あ
る
。
し
か
し

景
気
低
迷
で
歳
入
、
特
に
地
方

税
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
町
は
自
主
財
源
が

少
な
い
自
治
体
で
あ
る
が
、
効

率
的
財
政
運
営
を
し
て
い
き
、

新
年
度
予
算
編
成
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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地
方
分
権
を
踏
ま
え
た

　
行
政
改
革
の
中
身
は

行
政
改
革
推
進

・
■
本
部
を
設
口
す
る

質
間
　
地
方
分
権
が
叫
ば
れ
、

市
町
村
に
対
す
る
権
限
委
譲
を

検
討
し
て
い
る
山
梨
県
は
、
来

年
度
よ
り
五
つ
の
事
務
を
市
町

村
に
委
譲
す
る
方
針
が
決
定
さ

れ
た
。
さ
ら
に
大
気
汚
染
防
止
、

公
害
防
止
組
織
の
整
備
事
業
等

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

当
町
に
お
い
て
も
平
成
八
年
度

よ
り
、
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
事
業
、
桂
川
流
域
下
水

道
事
業
が
開
始
さ
れ
る
。

　
今
後
、
行
政
に
お
け
る
事
務

量
の
増
加
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
行
政
改
革
は
必
要
不

可
欠
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

な
機
構
改
革
を
考
え
て
お
ら
れ

る
か
。

答
弁
町
長

　
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
活
・
活
西
桂
を
築
く
た
め

の
前
提
と
し
て
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
事
項
で
あ
り
、

行
政
改
革
推
進
本
部
を
近
く
設

置
し
、
行
政
改
革
推
進
委
貝
を

委
嘱
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
行
政
改
革
推
進
委

員
の
方
々
の
提
言
を
受
け
る
形

で
、
行
政
改
革
推
進
本
部
が
中

心
と
な
っ
て
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
、
改
革
に
移
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
改
革
内
容
に
つ
い
て
現
時
点

で
の
考
え
は
、
ま
ず
役
場
組
織

機
構
の
面
で
、
下
水
道
事
業
推

進
の
た
め
必
要
体
制
の
整
備
、

水
道
事
業
に
お
け
る
体
制
の
強

化
、
住
民
課
に
お
け
る
各
種
事

業
の
計
画
と
そ
の
具
体
的
展
開

の
二
兀
化
の
必
要
性
な
ど
で
あ

る
。
さ
ら
に
人
員
・
業
務
量
・

配
置
な
ど
の
適
正
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
推
進
に
お

け
る
町
へ
の
権
限
委
譲
の
全
体

骨
格
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
民
生
委
員
の

委
嘱
事
務
や
、
障
害
児
の
補
装

具
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事

務
等
、
町
へ
事
務
が
下
り
て
く

る
予
定
で
あ
る
。
事
務
量
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
実
態
を
十

分
認
識
し
、
逐
次
組
織
や
業
務

内
容
の
点
検
に
努
め
た
い
。

青
少
年
育
成
西
桂

町
民
会
議
の
設
置
は

設
口
規
則
の
廠
行
は

　
　
　
新
年
度
を
予
定

質
問
　
い
じ
め
・
青
少
年
の
非

行
を
考
え
た
と
き
に
、
「
青
少

年
育
成
西
桂
町
民
会
議
」
の
組

織
を
一
日
も
早
く
設
立
し
、
会

議
の
充
実
を
図
り
広
く
町
民
の

総
意
を
結
集
し
て
、
時
代
を
担

う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
っ

て
行
く
こ
と
が
、
我
々
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
「
青
少

年
育
成
西
桂
町
民
会
議
」
の
設

置
の
計
画
に
つ
い
て
、
今
日
ま

で
の
進
捗
状
況
等
を
お
伺
い
す

る
。
会
の
目
的
、
組
織
の
内
容

に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
弁
教
育
長

　
現
状
で
は
「
青
少
年
育
成
西

桂
町
民
会
議
」
の
規
則
が
な
く

内
容
的
に
は
不
明
確
な
ま
ま
、

青
少
年
対
策
関
係
の
事
業
を
実

施
し
て
お
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
た
め
青
少
年
対
策
の
活
動

の
充
実
化
を
目
的
に
、
「
青
少
年

育
成
西
桂
町
民
会
議
」
の
規
則

を
教
育
委
員
会
で
立
案
企
画
し

た
。　

規
則
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

目
的
は
西
桂
町
の
青
少
年
育
成

の
た
め
、
広
く
町
民
の
総
意
を

結
集
し
次
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
な
る
育
成
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
は

青
少
年
の
非
行
防
止
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
を
進
め
る
活
動
等

の
事
業
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

組
織
の
構
成
メ
ン
バ
ｉ
は
、
教

育
委
員
－
社
会
教
育
委
貝
・
児

童
民
生
委
員
、
他
に
各
種
団
体

等
の
役
員
を
入
れ
、
現
在
十
六

名
程
度
で
構
成
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
規
則
の
施
行
は
、
新

年
度
に
向
け
て
予
定
し
て
お
り
、

施
行
後
は
充
実
し
た
青
少
年
の

健
全
育
成
の
活
動
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
〕

昌

い
じ
め
防
止
・

　
青
少
年
対
策
は

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
■

連
挑
し
万
全
を
尽
く
す
一

質
間
　
い
じ
め
の
問
題
が
社
会

的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
特
に
昨
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
、
い
じ
め
に
耐
え
ら
れ

ず
若
い
尊
い
命
を
失
う
悲
し
い

事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
当
町

に
お
い
て
も
つ
い
最
近
若
い
二

人
の
少
年
が
交
通
事
故
で
尊
い

命
を
失
い
、
こ
れ
も
ま
た
悲
惨
な

事
故
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
を

考
え
た
と
き
に
、
広
く
町
民
の

総
意
を
結
集
し
て
時
代
を
担
う

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
っ
て

行
く
こ
と
が
我
々
の
責
務
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
中
で
も

小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
防

止
・
青
少
年
対
策
に
つ
い
て
お

伺
い
す
る
。

答
弁
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
常
時
、

い
じ
め
防
止
・
青
少
年
の
非
行

防
止
に
つ
い
て
、
学
校
に
対
策

を
指
示
・
指
導
し
て
い
る
。

　
青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
い

て
は
、
駐
在
所
・
少
年
補
導
員
・

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
社
会

教
育
委
貝
等
の
十
五
名
以
内
で
、

夏
場
と
か
冬
休
み
そ
の
他
随
時

年
五
回
程
度
町
内
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
、
非
行
防
止
に

努
め
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
は

関
係
団
体
と
、
非
行
防
止
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
現
在
も
行
っ

て
い
る
。

　
い
じ
め
の
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
話

し
合
い
を
常
事
も
ち
対
策
を
講

じ
て
お
り
、
ま
た
小
中
学
校
の

教
員
に
お
い
て
は
学
校
に
児
童

生
徒
が
在
校
中
は
児
童
生
徒
の

行
動
・
活
動
等
綿
密
に
観
察
を

し
て
い
る
。
小
学
校
で
は
月
に

一
度
、
中
学
校
で
は
毎
週
月
曜

日
に
、
い
じ
め
の
問
題
に
つ
い

て
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
児
童
生
徒

の
状
況
等
の
情
報
交
換
を
行
っ

て
お
り
、
い
じ
め
が
起
き
な
い

よ
う
な
防
止
対
策
を
現
在
行
っ

て
い
る
。

　
な
お
今
後
も
教
育
委
員
会
で

は
、
い
じ
め
防
止
、
青
少
年
の

非
行
防
止
の
対
策
に
万
全
を
尽

く
し
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。



１２月定例会 ・一般質問

▲
■

渓
流
美
を
生
か
し
た
一
一
一
ツ
峠
観
光

　
　
　
　
開
発
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
滝
口
憲
一
議
員

質
聞
　
三
ツ
峠
の
す
ば
ら
し
さ

は
何
と
行
っ
て
も
、
白
然
の
ま

ま
残
さ
れ
た
富
士
山
を
展
望
で

き
る
何
物
に
も
変
え
難
い
景
観

と
、
変
化
に
富
ん
だ
柄
杓
流
川

の
渓
流
美
で
あ
る
。

　
大
沢
公
園
上
流
、
町
民
憩
い

の
森
付
近
の
柄
杓
流
川
は
、
渓

流
が
大
変
美
し
く
、
公
園
構
想

の
中
に
渓
流
美
を
生
か
し
た
河

川
沿
い
の
遊
歩
道
の
設
置
は
如

何
か
。
ま
た
町
民
憩
い
の
森
、

大
沢
公
園
、
そ
の
下
流
の
公
園
、

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

博
物
館
、
桜
並
木
、
こ
れ
ら
を

有
機
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
、

三
ツ
峠
の
観
光
開
発
の
全
体
像

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

答
弁
　
町
長

　
三
ツ
峠
の
観
光
開
発
の
全
体

像
の
詳
細
は
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
た
三
ツ
峠
周

辺
整
備
計
画
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
山
祇
神
社
の
下
の
国
光
橋
付

近
か
ら
達
磨
石
あ
た
り
ま
で
の

登
山
道
、
い
わ
ゆ
る
三
ツ
峠
二

号
線
沿
い
に
桜
や
四
季
折
々
の

低
木
類
の
植
栽
を
計
画
し
、
美

し
い
登
山
道
を
形
成
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
大
沢
公
園
の
下

流
に
河
川
敷
を
利
用
し
た
公
園

を
県
に
お
願
い
し
、
建
設
し
た

い
と
も
考
え
て
い
る
。

　
滝
口
議
貝
ご
指
摘
の
渓
流
美

を
生
か
し
た
遊
歩
道
に
つ
い
て

は
、
河
川
管
理
道
と
し
て
も
そ

の
有
効
性
が
大
い
に
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
、
三
ツ
峠
周
辺
整
備

憩の森付近の渓流（町パンフレットより）

計
画
の
立
案
時
に
は
、
十
分
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

周
辺
が
整
備
さ
れ
る
と
、
グ
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
集
客
対
象
者

に
も
変
化
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
運
営
の
在
り
方
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
観
光
実

態
の
乏
し
い
当
町
に
お
い
て
、

三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
が
そ
の

起
爆
材
と
な
る
よ
う
よ
り
良
い

計
画
案
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

質
間
　
憩
い
の
森
付
近
の
渓
流

は
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
載
っ

て
お
り
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い

流
れ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
般

の
町
民
の
方
に
は
案
外
知
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
を
登
山
者
は

も
ち
ろ
ん
町
民
の
方
に
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ぜ
ひ
観

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
そ
こ
の
林
は
民
有
地
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
所
有
者
と
交
渉

し
て
い
た
だ
き
、
遊
歩
道
に
つ

い
て
検
討
を
願
い
た
い
。
答
弁

は
不
要
で
あ
る
。

防
災
備
蓄
倉
庫

　
の
設
置
計
圃
は

公
共
施
設
四
ケ
所

　
　
に
股
ロ
レ
た
い

質
問
　
本
年
一
月
に
起
き
た
阪

神
淡
路
大
震
災
は
、
私
達
西
桂

町
民
に
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
。
町
長
は
災
害
に
備
え

て
多
く
の
資
材
を
配
備
す
る
と

過
去
明
言
さ
れ
て
い
た
が
、
大

地
震
が
起
き
た
場
合
、
各
地
区

の
自
主
防
災
倉
庫
は
一
坪
あ
ま

り
の
小
さ
な
倉
庫
で
あ
り
、
大

丈
夫
な
の
か
。

　
町
で
は
各
地
区
に
避
難
場
所

を
定
め
て
あ
る
が
、
た
い
て
い

公
共
施
設
が
避
難
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
公
民
館
敷
地
を
中
心

と
し
た
公
共
施
設
へ
よ
り
大
規

模
な
緊
急
応
援
物
資
を
含
め
た
、

防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
計
画
の

お
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　
町
長

　
町
で
は
、
地
域
防
災
計
画
の

中
に
定
め
た
避
難
計
画
で
、
災

害
発
生
時
に
一
時
的
に
安
全
な

場
所
に
避
難
さ
せ
る
第
一
次
避

難
場
所
と
し
て
、
二
十
七
ヶ
所

を
指
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
の

新
た
な
避
難
指
示
に
よ
り
、
子

供
・
老
人
等
の
災
害
弱
者
を
地

域
公
民
館
若
し
く
は
小
中
学
校

等
の
公
共
施
設
四
ヶ
所
の
第
二

次
避
難
場
所
に
誘
導
す
る
も
の

と
し
て
い
る
。
防
災
備
蓄
倉
庫

の
設
置
に
つ
い
て
は
第
二
次
避

難
場
所
に
毛
布
、
食
糧
な
ど
の

生
活
必
需
晶
を
備
蓄
す
る
倉
庫

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
計

画
の
中
に
定
め
る
災
害
予
防
計

画
及
び
災
害
応
急
対
策
計
画
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
配
備
さ
れ
た

防
災
倉
庫
、
防
災
資
機
材
に
つ

い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
自

主
防
災
組
織
に
配
備
を
い
た
し

た
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
中
に

県
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
自
主

防
災
組
織
資
機
材
等
緊
急
整
備

事
業
費
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、

防
災
資
機
材
を
追
加
配
備
を
す

る
。
こ
の
際
に
自
主
防
災
組
織

の
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
前

回
及
び
今
回
の
配
備
予
定
の
資

機
材
総
量
か
ら
す
る
と
手
狭
と

は
い
え
な
い
の
で
、
ご
活
用
願

い
た
い
。



１２月定例会 ・一般質問

■

河
川
等
へ
の
不
法

投
棄
防
止
対
策
は

質
間
　
西
桂
町
で
は
下
水
道
事

業
が
来
隼
度
始
ま
る
。
下
水
道

事
業
は
家
庭
・
企
業
か
ら
の
生

活
雑
排
水
に
よ
る
川
の
汚
染
を

防
止
し
、
川
の
水
質
向
上
に
よ

り
豊
か
な
自
然
を
取
り
戻
す
た

め
の
町
民
総
参
加
の
運
動
で
あ

り
、
市
町
村
の
垣
根
を
越
え
た

広
域
事
業
で
も
あ
る
。

　
さ
て
町
内
を
流
れ
る
水
路
の

多
く
は
、
元
を
正
せ
ば
農
業
用

水
で
あ
る
。
し
か
し
下
流
の
水

田
地
帯
で
あ
る
柿
園
地
区
の
四

方
内
、
郷
土
、
長
塚
地
域
の
用

水
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ゴ

ミ
が
流
れ
て
お
り
、
営
農
に
支

障
が
出
て
い
る
。

　
下
水
道
事
業
は
広
域
事
業
と

し
て
多
大
な
負
担
が
伴
う
が
、

一
部
、
理
解
不
十
分
な
住
民
に

よ
る
不
法
投
棄
、
こ
れ
を
見
過

ご
す
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
不
合

理
で
あ
り
、
行
政
効
果
を
著
し

く
後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
河
川
及
び
周
辺
区
域
へ
の
不

法
投
棄
防
止
に
向
け
た
諸
施
策

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

答
弁
町
長

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
ゴ
ミ
処

理
問
題
、
特
に
不
法
投
棄
に
つ

い
て
は
担
当
課
に
お
い
て
も
大

変
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
河
川
へ
の
ゴ
ミ
の
投
げ
捨

て
に
つ
い
て
は
、
桂
川
流
域
の

市
町
村
を
含
め
間
題
と
し
て
取

り
上
げ
、
啓
蒙
や
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
県
に
お
い
て
は
去
る
十
月
二

十
九
日
に
「
桂
川
・
相
模
川
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
九
十

五
」
を
行
い
、
町
で
も
町
民
参

加
を
募
り
、
各
種
団
体
約
五
十

名
に
よ
り
協
力
を
い
た
だ
き
、

ゴ
ミ
の
量
約
ニ
ト
ン
と
い
う
回

収
成
果
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
三
ツ
峠
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
富
士
吉
田
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
河
川

へ
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
に

つ
い
て
各
河
川
橋
梁
に
立
看
板

を
設
置
す
る
な
ど
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
中
で
、
住
民
に
啓

蒙
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

そ
の
他
周
辺
地
域
に
つ
い
て
も
、

商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
に
よ

る
、
三
ツ
峠
山
遣
に
看
板
設
置

ま
た
ゴ
ミ
拾
い
等
協
力
を
い
た

だ
き
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

は
、
社
会
奉
仕
の
日
や
公
共
用

地
清
掃
の
日
に
よ
る
町
内
美
化

清
掃
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
啓
蒙

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
、
河
川
へ
の
不

法
投
秦
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
に

つ
い
て
は
、
看
板
や
フ
ェ
ン
ス
・

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
て
、

防
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
マ
ナ
ー
の
問
題
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
広
報
に
よ
り

周
知
し
て
い
き
た
い
。

コ
ン
ポ
ス
ト
の

　
　
補
助
充
実
を

樹１１クり一ンキャンペーン

一
．
暮
猪
策
七
し

　
・
．
．
・
て
強
化
レ
た
い

質
問
　
区
の
協
力
の
下
、
資
源

ゴ
ミ
の
回
収
事
業
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の

要
で
あ
る
。
し
か
し
早
朝
収
集

場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

冬
に
な
る
と
取
り
扱
い
量
が
減

る
。
資
源
ゴ
ミ
の
回
収
事
業
の

充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
生
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル

化
の
た
め
、
「
ぼ
か
し
」
作
り

に
町
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
紬

会
が
取
り
組
み
、
そ
の
効
果
は

驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
町
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
一
世
帯

に
一
台
の
購
入
補
助
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
一
世
帯
に

二
台
の
コ
ン
ポ
ス
ト
が
あ
れ
ば
、

「
ぼ
か
し
」
に
よ
っ
て
熟
成
さ

れ
有
機
肥
料
に
か
か
る
時
間
が

十
分
取
れ
る
と
の
と
で
あ
る
。

コ
ン
ポ
ス
ト
の
補
助
充
実
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
町
長

　
町
で
は
、
平
成
三
年
七
月
に

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
設
置
補
助
金

交
付
要
綱
を
定
め
、
今
日
ま
で

に
百
二
十
個
の
実
績
が
あ
り
、

ゴ
ミ
の
減
量
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
「
ぼ
か
し
」
に

つ
い
て
、
生
ゴ
ミ
が
有
機
肥
料

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
点
、

非
常
に
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

コ
ン
ポ
ス
ト
一
世
帯
一
個
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
、
活
・
活
西

桂
建
設
の
た
め
の
主
要
施
策
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
平
成
五
年
度
よ
り
資
源

ゴ
ミ
回
収
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を

実
施
し
、
区
長
－
組
長
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
資
源
を
大
切
に

す
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
強
化
を
図
る
。

質
間
　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
問
題
で

あ
る
が
、
一
世
帯
一
台
で
は
生

ゴ
ミ
が
な
か
な
か
腐
り
き
ら
な

い
。
ぜ
ひ
一
世
帯
二
台
と
い
う

補
助
を
お
願
い
し
た
い
。

答
弁
町
長

　
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
活
・
活
西

桂
建
設
の
た
め
の
重
要
施
策
の

中
で
十
分
に
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

地上式コンポスト

地中式コンボスト

「
ぼ
か
し
」
と
は

　
魚
粉
、
油
か
す
、
ぬ
か
を
滅

菌
処
理
し
、
Ｅ
Ｍ
菌
と
い
う
八

十
種
鼠
似
上
の
徴
生
物
の
液
と

混
ぜ
合
わ
せ
て
作
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
し
は
生
ゴ
ミ

の
処
理
に
大
変
効
果
を
発
揮
し
、

臭
い
匂
い
も
な
く
、
最
後
に
は

生
ゴ
ミ
が
有
機
肥
料
に
な
る
。



１０桂川流域下水道計画

日
川
竃
下
彗
巴
ｓ
い
日

｛
県
建
設
事
務
所
概
要
説
明
）

　
西
桂
町
、
富
士
吉
田
市
、
都

留
市
、
大
月
市
、
上
野
原
町
の

三
市
二
町
に
ま
た
が
る
桂
川
流

域
下
水
道
は
、
平
成
五
年
に
国

の
事
業
認
可
を
受
け
、
事
業
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
終
末
処
理
場
は
大
月
市
に
予

定
し
て
い
る
。
幹
線
は

０
処
理
場
か
ら
富
士
吉
田
ま
で

　
の
間
（
桂
川
一
号
幹
線
、
約

　
三
十
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〕

＠
処
理
場
か
ら
上
野
原
町
の
問

　
＾
桂
川
二
号
幹
線
、
八
・
ニ

　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
大
月
市
内
か
ら
国
道
二
十
号

　
笹
子
の
方
面
＾
笹
子
川
幹
線
、

　
八
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

合
計
で
四
十
八
・
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

　
処
理
方
法
は
エ
ア
レ
ー
シ
目

ン
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
、
活
性

汚
泥
法
と
い
う
方
式
を
と
る
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
雨
水
を
側

溝
等
を
使
い
河
川
に
流
し
、
汚

水
は
終
末
処
理
場
で
処
理
後
、

河
川
に
放
流
す
る
分
流
式
と
い

う
方
式
を
と
る
。

　
流
域
下
水
道
と
い
う
も
の
は

県
が
本
線
を
施
工
し
、
構
成
市

町
村
が
各
行
政
区
の
面
整
備
を

行
う
。
さ
ら
に
区
域
住
民
の

方
々
が
管
を
つ
な
ぐ
と
い
う
行

為
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

事
業
が
完
成
し
た
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
住
民
の
協
力

を
必
要
と
す
る
事
業
と
な
っ
て

い
る
。

　
来
年
あ
た
り
西
桂
町
に
か
か

る
と
こ
ろ
ま
で
幹
線
の
設
計
に

入
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
西

桂
町
に
く
る
幹
線
に
つ
い
て
全

体
計
画
で
は
、
国
道
百
三
十
九

号
線
を
通
り
、
さ
ら
に
富
士
吉

田
市
の
入
り
口
ま
で
県
が
幹
線

を
施
工
す
る
。

一
委
員
質
疑
〕

　
去
年
よ
り
下
水
道
問
題
、
道

路
問
題
を
議
会
と
し
て
指
摘
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
執

行
部
は
検
討
会
を
開
い
て
い
る

の
か
。

一
振
只
課
答
弁
一

　
幹
線
道
路
は
国
道
し
か
な
い

の
で
、
町
長
か
ら
知
事
に
対
し
、

「
下
水
道
事
業
が
始
ま
る
と
国
道

が
非
常
に
混
雑
す
る
の
で
、
迂

回
路
の
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。
」
と
要
望
し
た
。

＾
県
建
設
事
務
所
答
弁
〕

　
下
水
道
管
は
国
道
に
埋
設
す

る
が
、
交
通
渋
滞
と
か
色
々
な

間
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
協
議
を
し
て
工
事
の
工
法
に

つ
い
て
こ
れ
か
ら
決
定
を
す
る
。

＾
委
員
会
意
見
）

　
桂
川
流
域
下
水
道
幹
線
布
設

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
町
に
国

道
の
他
に
幹
線
道
路
が
な
い
の

で
、
早
急
に
迂
回
道
路
の
整
備

を
県
に
強
く
要
望
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
工
事
の
工
法
に

関
し
て
は
出
来
る
だ
け
開
削
し

な
い
で
国
道
の
交
通
渋
滞
緩
和

の
た
め
、
最
新
工
法
を
採
用
す

る
よ
う
県
に
対
し
て
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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西桂町公共下水道計画ｕ

冒
竃
糞
下
警
巴
５
い
ｏ

＾
振
輿
課
概
要
説
明
）

　
事
業
完
成
は
平
成
二
十
二
年

度
を
予
定
し
て
い
る
。
四
つ
の

処
理
分
区
に
わ
け
て
事
業
を
展

開
す
る
。

第
一
処
理
分
区

　
処
理
面
積
三
十
七
・
二
ｈ
ａ

　
管
の
延
長
　
　
七
・
四
ｋ
ｍ

第
二
処
理
分
区

　
処
理
面
積
二
十
一
・
八
ｈ
刮

　
管
の
延
長
　
　
四
・
四
ｋ
ｍ

第
三
処
理
分
区

　
処
理
面
積
二
十
三
・
Ｏ
ｈ
ａ

　
管
の
延
長
　
　
四
・
六
ｋ
ｍ

第
四
処
理
分
区

　
処
理
面
積
二
十
八
・
Ｏ
ｈ
ａ

　
管
の
延
長
　
　
六
・
Ｏ
ｋ
ｍ

合
　
　
　
計

　
処
理
面
積
　
百
十
・
○
ｈ
ａ

　
管
の
延
長
二
十
二
・
四
ｋ
ｍ

　
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は

簡
易
な
マ
ン
ホ
ー
ル
形
式
を
計

画
し
て
い
る
。

　
平
成
十
二
年
度
に
桂
川
流
域

下
水
遣
が
西
桂
町
と
都
留
市
の

境
界
付
近
ま
で
工
事
完
成
見
込

み
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
西
桂

町
公
共
下
水
道
建
設
工
事
を
平

成
八
年
度
よ
り
十
二
年
度
ま
で

の
予
定
で
、
第
四
処
理
分
区
に

つ
い
て
実
施
し
て
い
く
。

　
県
の
本
管
と
の
流
入
点
は
各

処
理
分
区
ご
と
に
あ
り
、
都
留

市
と
の
境
界
付
近
に
第
四
処
理

分
区
の
流
入
点
、
Ｊ
マ
ｉ
ト
の

所
に
第
三
処
理
分
区
の
流
入
点
、

役
場
の
付
近
に
第
一
、
第
二
処

理
分
区
の
流
入
点
が
あ
る
。

萎
貝
質
肇

　
第
四
処
理
分
区
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

藻
輿
課
答
弁
一

　
八
年
度
よ
り
枝
管
の
工
事
を

実
施
し
、
総
延
長
約
六
千
ｍ
で

八
年
度
は
そ
の
う
ち
四
百
六
十

一
ｍ
施
工
す
る
予
定
で
あ
る
。

萎
員
質
疑
一

　
水
洗
便
所
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
は
「
負
担
が
か
か
る
な
ら

ば
公
共
下
水
道
に
入
ら
な
い

よ
。
」
と
言
う
と
思
う
。
そ
の
点

理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

＾
振
貝
課
答
弁
）

　
水
洗
便
所
の
家
庭
の
ほ
と
ん

ど
が
浄
化
槽
で
処
理
し
て
い
る

が
、
生
活
排
水
は
河
川
に
直
接

流
し
て
い
る
。
下
水
道
の
本
来

の
目
的
は
家
庭
雑
排
水
の
処
理

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
下
水
道

の
目
的
を
住
民
の
方
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
適
切
な
数
字
ま

で
加
入
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
た
め
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

萎
員
質
肇

　
国
、
県
な
い
し
町
で
条
例
化

に
よ
り
加
入
義
務
を
求
め
て
い

く
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

一
振
輿
課
答
弁
一

　
公
共
下
水
道
が
始
ま
っ
て
住

民
の
皆
様
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
水
洗
化
を
お
願
い

し
た
い
と
い
う
形
で
条
例
化
は

考
え
て
い
る
。
三
市
二
町
で
協

議
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
議

会
に
対
し
お
諮
り
す
る
。

（
委
員
会
意
見
）

　
各
家
庭
に
と
っ
て
下
水
道
に

加
入
す
る
こ
と
は
、
多
額
な
負

担
が
必
要
で
あ
る
。
地
元
地
区

住
民
に
対
し
十
分
な
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
条
例

化
の
際
、
管
理
の
問
題
、
料
金

の
問
題
、
つ
な
ぎ
こ
む
費
用
の

融
資
制
度
、
補
助
金
制
度
の
問

題
等
、
加
入
促
進
の
た
め
住
民

に
対
し
配
慮
を
求
め
る
。

螂１蛆坦昴国一－

刮２蛆邊分圓璽
，呂掴理丑国

籔４蛆坦品団

‘”’丁”’衙緕

Ｌ一
　
，
　
“
、

・
一
欄
．
岬
・

点
』

ｓ
・』

○
“
．
．

｛■．
一
．
値

．
・
止

　
．
葦

　
　
　
．
．
“
ｖ
一
・

　
　
湿
こ

艘
．
－
　
…
塗

、
一
嚢
一

’
．

∴

黒
　
」

．
　
１

’匂
司

、
。

ノ

　’
’’

一

扁

．
　
　
　
’

　
－
－

勢

．
，
．
．

訓
簗

。
　
’

．
’
　
　
　
饗
．

毛

一
家
．

、
，
．
一
．

’
冊
一

．
宗

＾
ノ
．

ア
．

ｏ
｝

Ｌ
■
　
■

．
閂

．
＾

　
・。

．
　
’

　　’　ｉ　害　・
’

占ソ
ー

渋
・

　
畠　
伊
　
　
ダ

■
’

　
一
、
．

岳
婁

　
中
薮
．

．
…
．
ダ

　
　
コ
讃
．

　
　
　
　
　
甘
．

．唄一
・
ザ．

川

。
刷

缶
・
．
．
’

亡
’
、
一

’
・
．
専
・

、

．
，
．

邊

．
，

‘

．
直
．
．

警
；
．

“．

■
・
一
肯

禦
．灘

『
．
１

．
　
’

．
明
．

山
一

．
，

虫

．
一
．
’

．皿

　　 ○官’
咽’一

一
〇

品

。
布

書
．．
濠

＾
．

・
ｏ
．
・

，
榊
．
一

４，
酉

司
’

芯
．

、
．
§
、
．

、
」
　
　
篶

．
　
　
篶

．饅＾

　
　
孔

■
　
｝

　
争

　
上
、

陰
誓
・

　
－

鰺

甘櫨Ｌ

．
「
一
　
・
　
■

．
　
・
’
１

一
．
．
咄
タ
．

…
、
　
、
．

．
一
－

　
■

　
一
一
・
一
。
．

も

、
．
．
．
“
．

ｔ
．
．

．
”
．

　
二
議
．
．
涯
繍

一
蟻

　
　
　
　
　
　
　
’
　
」

　
　
　
　
　
　
　
」
　
■

　
　
　
　
．
１
’

　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
－
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
．
　
．
■
　
Ｌ

　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
凸

　
　
　
■

　
　
　
■

　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
」

　
　
　
．
壷
．
吉
轟
一

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
■
■

　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
．
｛
．
一
一
．
・
－
　
　
－

籔

哺、



２１広域事務組合報告

　
－▲

■

－
●
■

，

■
一
－

■１
　■■

……

讐
…・

分

一
．
艘

・
∴
冒

躬
．
．
．

叶
．
．

』

．
川
」

’
　
一

１
■

仰．
１． ・・ぺ川ぐ（仮称～里桂獅

１
１

師１亘
帥．１：

．
　
ｏ
，

　
咄
　
’

■
・

’蜆’

泉
囲
．

’甘一
移
　
ｏ
　
．

叩
ｆ
ｏ

吻
刊

な４
’一

．
＼

．
伽
至
吉
．
亀

．
側
ナ
ナ
オ
ワ
ア
ル
；

．
目
北
ア
ル
ミ

　
　
　
　
　
＾

○鶉

西桂町小沼２３６９ －１外

約２７０ｍ’

救急車（既存車配車〕

富士

１
１
后

－
日
　
消
防
団
幹
部
辞
令
交
付

３
日
　
西
桂
町
文
化
祭

　
　
　
高
山
良
策
展

５４
目日

２０　１７　ユ６　９　　６

日日日日日
２３

日

２２

日

２
８
日

健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い

富
士
五
湖
消
防
署
管
内

消
防
団
秋
季
連
合
演
習

町
文
化
祭
＾
囲
碁
将
棋
）

県
町
村
議
会
議
員
研
修

議
会
広
報
編
集
委
貝
会

町
村
議
長
全
国
大
会

建
設
文
教
委
員
会

県
民
の
日
記
念
式
典

　
軍
府
会
場
一

月
例
出
納
検
査

県
民
の
日
記
念
式
典

　
（
富
士
吉
田
会
場
）

農
業
委
員
会

県
町
村
議
長
県
外
研
修

堰
、
丹

４ユ
日日

５
日

県
市
町
村
自
治
講
演
会

議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
連
絡
協
議
会
理
事
会

商
工
会
永
年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰
式

富
士
五
湖
市
町
村
議
会

正
副
議
長
協
議
会
総
会

６
日

１
１
日

１
５
日

１
８
日

２５　２２　２１　１９

日日日日
議
会
運
営
委
員
会

総
務
委
員
会

議
会
広
報
委
員
長
会
譲

十
二
月
定
例
町
議
会

　
秦
一
日
旦

十
二
月
定
例
町
議
会

　
（
最
終
第
二
日
旦

町
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
・
評
議
員
会

月
例
出
納
検
査

農
業
委
員
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

広
域
行
政
組
合
議
会

．
竈
．
・
・
．
■
１
．
月

９７１
日日日

１
２
日

２５　２２　１８　１７　１６　１５

日日日日日日
町
内
初
詣
で
マ
ラ
ソ
ン

町
消
防
団
出
初
式

南
都
留
郡
町
村
長
・
議

長
合
同
新
年
互
例
会

県
議
会
議
長
会
正
副
議

長
新
年
互
例
会

町
成
人
式

議
会
広
報
編
集
委
貝
会

都
留
市
政
懇
談
会

農
業
委
員
会

月
例
出
納
検
査

議
会
広
報
編
集
委
員
会

都
市
計
画
審
議
会

編
集
委
員
長

　
副
委
員
長

委
　
　
員

　
委
　
　
員

　
委
　
　
員

高
尾
　
嘉
一

滝
口
　
憲
一

渡
辺
英
一
郎

勝
俣
隆
幸

小
林
隆
芳

　
　
　
　
阪
神
淡
路
大
震
災
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
等
一
連
の

オ
ウ
ム
犯
罪
、
多
額
な
不
良
債

権
に
よ
る
大
手
金
融
機
関
の
破

綻
等
、
社
会
的
に
も
暗
い
一
年

で
あ
っ
た
▲
今
年
は
「
子
年
」

鼠
は
十
二
支
の
は
じ
め
で
あ
り
、

小
さ
い
け
れ
ど
も
繁
殖
力
の
強

い
動
物
で
あ
る
▲
バ
ブ
ル
の
破

裂
で
、
元
の
も
く
あ
み
に
戻
っ

て
し
ま
っ
た
日
本
経
済
が
再
輿

す
る
に
は
、
小
さ
い
処
か
ら
始

め
る
縁
起
の
良
い
「
干
支
」
で

あ
る
▲
私
達
も
新
し
い
年
を
迎

え
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
強

い
使
命
感
を
持
っ
て
努
カ
を
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長


